






捧げられたオルカン

河野和雄

志願のパイフオルガン没日に向けて、 オ@Lガン小委員会が投仁され具体的に動き出したのは20@l年の7月で
あった。 新会堂の楽器のための栢立はかなり前から行われていたが、 建築が優先されるのは当然であり・ オル
ガン設仁に必要な額に達するのはまだ当分先であると思われていた。 新会堂の建築開始直後、 ある教会員夫妻
から @不足する額を献金したい@ との申し出があつた。 教会は悪謝してこれを受け、 急派、 鞍且のための蚕具
会を組織したのである。

教会具へのアンケート・ オルガン見学会・ 抜社への見荻り依頼、 ビ@Lグーたちとの面接その他の必要な手続
きを経て、 翌年4月の教会総会でドイツのブイツシヤ-   + クレーマ一社に制作を依頼することが法定された。
正式な契約は新会堂の建築がほほ完成した6月に同社から代表者ゲオルク ・ ブイツシヤ一氏が来目したときに
なされた。 それに先立って宥エを依領したとはいえ、 この親榛の楽器が8ケ月で完成したのは異例と言える。
夏の休暇も返上して制作にあたってくれたというブイソシサー
+ クレーマ一社の尽力に感謝したい。

フィッシセー+クレーマ一社の工房があるエンディンゲンは
ドイツ南西部・ フランスとの国境に近い中世のたたずまいを残
す小さな美しい町である。 カイサーシュトウール 一一 直訳する
と @皇帝の椅子@ 一-   と呼ばれる丘陵のふもとにあるこの一帯
は良質のワインを産することでも知られている。 西に7キロ行
ってライン川を越えればフランス。 アルザスと呼ばれるこの地
方ではl8世紀にアンドレアス ・ ジルパーマンがフランス古典ス
タイルの銘器を多数制作した。 戦争のたぴにドイツ領になつた
りフランス領になったりしたこの地域てはドイツ、 フランス両
文化が交錯、 また世会してオルガン文化にとっても且かな風土     -
となった。 田ロ調布教会に設Ⅰされたオルガンはドイツ型ではあるが、 フランスのオ@Lガン音楽にも+分対応
している。 特定のレパートリーを意諾した様式ではない。 ハイフの整昔は柔らかく、 この地域の丑かな甘きを
伝えている。                                                         4@

3つの
は十分す

トランスミツション (2つの
ぎるかもしれない。 5オクタ

ストツプてのハイフの共用@ を合む24ストップという規模はこの会堂に
一プの手錠盤、 2オクタープ半のべダル鍵盤もオルガンとしてはフル規

格である。 第@ 鍵盤、 ハウフトヴエルクは主としてブ
レノを作るフリンシパル系のストップ、 その増強のた
めのトランベット、 賛美歌のメロデイーを浮き立たせ
るのに有効なコルネなどで構成されている。 l6フイ

ートのファコツト、 第2錠盤を第@ 鍵盤にオクタープ
下でつなぐサブカツフラーも特徴のひとつといえる。
これらは丑きの重厚さを得るためばかりではなく、 卸
面よりオクタープ高く弾くことにより更なる音色の多
様性を何ることを意図したものである。 第2錠盤、 シ
ユヴエルヴエルクには倍音宙を含むフルート系のスト



ツプが配され、 色彩的な音色を作る。 第2鍵盤に屈するパイプ全体は
箱の中に収められ、 よSい戸式のシヤツターの開閉により音圧の調節
が可能である。 ベダル鍵盤には6つのストツフがあるが、このうち3つ
はハウプトヴエルクからのトランスミソションで場所の節約をしてい
る。

アクシヨンは手錠盤については伝統的な機械式であるが、 ペダルミ
血のアクシヨンだけはスペースの関係から電気式となっている。

捕助装直としてゼツツァ一式のコンピネーションも芸備されている。 1200通り以上のストツフの組み合わせ
があらかじめセットできるが、 複数のオルガニストが使ラオルガンとして・ またコンサートなどの場含にも便
利な装且である。 さらにこれらをUSBメモリーで記録することもてきるとのことであったが、 それは断った。
オルガンはやはりアナログな楽器であってぼしい。

中央についている金色の星は @ツインベルシユテルン@ とよばれ、 たとえばクリスマスの曲の中で小さわし
い個所でそのストップを引くと星が回り、 中につけられた鈴が鳴る。 クリスマスの時期には楽しい雰囲気をか
もし出すことであるう。 子供たちがオルガンに興味を持つきっかけになるかもしれない。 いずれ幼稚日の軍児
や教会学校の生徒の中から未来のオルガニストが生まれるかもしれない。

設計にあたつては劫所の制約が威しかつた。 この地域は住宅地域であ
り、 10メートルの高さ制限があるため・ 2階キヤラリーの高さが取れ
なかつた。 Ⅲ歌隊の場所が2階になったのに伴いオルガンの設置場所
もギヤラリー上となった。 天丼高は理想的にほ5メートル以上はほし
いとこるであるが・ 最終的には4メート@L2Oセンチしか取れなかつた
。 加えて、 オルガンの型作開始後にギヤラリーの手すりの位置を変更
せさるを得ない事情が起こり、 楽器本体の曳行きを少しでも少なくす
るエ夫がなされた。 英日本大仕災によるオルガンの披吉も考慮され対
策がなされた。 背面の壁はオルガンを支える強度を持たないので、 床
と天井の梁に固定された鉄骨のフレームが作られ、 オルガンはこのフ
レームと床にしっかりと固定された。 前面のパイプも藩下を防ぐため
に、 欧米における通常の方法より しっかり した固定方法がとられてい
る。 いずれ起こると考えられる大地援の際にも・ オルガンが壊れるの
は仕方がないとしても、 人的故宮は絶対に出してはならない。

このオルガンは礼拝の奏楽のために用いられることを中日的として
設計されているのは当然であるが、 それだけでなくオルガンを使つた

コンサートなどにも+公使える規模と音色を持つている。 伝道のた
めの強力なツールとしても使えるのである。

教会貝の献身のしるしとして捧げられたオルガンがいつまでもみ
言葉に仕える楽器として、 また聴くひとに喜びと恩め、 安らぎと；
をあたえる楽器として用いられんことを。
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オルガン仕様
Ml Ml

集2簗且

Hauptwerk C - c*
Principal
Flute
Octave
Doubiette
Mixtur 4fach
Cornett 4fach ab f
Trompete
Fagott
Tremulant

Schwellwerk C - c4
Bourdon
Salicional
Schwebung
Principal
Rate
Nasard
Flageolet
Tierce
Larigot
Cromorne
Tremulant

ペタ@L Pedal C - g'
Subbass
Offenbass
Flute

16・
8。

l第1宙盤FlateS・ と共通) 
Cho@albass      4・
Trompete      8・

l第1篠雄Trompee 8・ と共通l
Fagot       16・

l第i穏盤Fagot 16・ と共通@

カプラー

アクシヨン

補助技ド

ストツプ故

パイフ滞枚

Zimbelstem

メカ=カ@L キーアクシヨン@マこユアル@

エしクトリカル キーアクシヨン@ペダル@
エレクトリカ@L ストツプアクシヨン

せツツア一式コンピネーンヨン 8x8xl0x2
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